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	•世界最大級のカルデラと千年続く野焼きで維持される雄大な草原が特徴。自然と人々の暮らしが共存する、他に類を見ない国立公園です。�・草原をはじめとして多様な動植物が生息しており、水源涵養も担い、また野焼きによる炭素固定を通じて地球規模の環境保全に貢献する重要な地域です。
	・令和6年1月に「持続可能な観光地域づくりに向けたアクションプラン」を策定し、自然、地域、旅行者の「三方良し」の循環モデルによるサステナナブルな観光地づくりを推進しています。�・観光客の移動手段に自転車を推奨し、Eバイクなど自転車レンタル事業の拡大ほか、阿蘇サイクルツーリズム推進協議会を設立し阿蘇地域に約40ヶ所のサイクルステーションを設け官民での推進を図っています。 �・プラスチック廃棄物問題への対策として、サントリーグループと阿蘇郡市6市町村が協定を締結し、使用済みペットボトルの水平リサイクル「ボトルtoボトル」の取組を進めています。
	■温室効果ガス排出削減目標�・「熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行計画」に基づき、2013年度基準で2050年温室効果ガス排出実質ゼロを目指します。�■達成に向けた施策�・再生可能エネルギー活用や省エネルギー等の具体的な施策を通じて目標達成に取り組みます。

